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精 神 的 健 康 と し て の ゴ ー タ マ ・ ブ ッ ダ の 涅 槃 と 涅 槃 に 至 る 段 階 的 境 地 に つ い て  

 

                                                        加  藤  博  己  

 

問  題  

 精 神 的 健 康 は ， 便 宜 上 ， 治 療 ， 予 防 ， 増 進 の ３ つ に 分 類 さ れ る 。 筆 者 は ， そ

の う ち の 増 進 と は 何 か を 明 確 に す る た め に ， 身 心 一 如 の 各 種 東 洋 的 行 法 に よ る

精 神 的 健 康 状 態 を 個 別 に 提 示 （ 内 省 ， 解 釈 ， 測 定 等 ） し ， 比 較 検 討 す る こ と に

し た 。 本 稿 で は ， そ の 手 始 め と し て ， 仏 教 ， 特 に ゴ ー タ マ ・ ブ ッ ダ の 涅 槃 と 涅

槃 に 至 る 前 の 段 階 的 な 状 態 を ， 言 語 的 に 明 確 に し ， 精 神 的 健 康 の 一 基 準 を 作 成

し よ う と 試 み た 。  

 

目   的  

 ゴ ー タ マ ・ ブ ッ ダ の 涅 槃 ， 並 び に ， 涅 槃 に 至 る 前 の 段 階 的 境 地 を 調 べ る こ と

を 目 的 と し た 。  

 

方  法  

 使 用 文 献  

 S a m y u t t a - n i k a y a， v o l s . 1 - 5， P a l i  T e x t  S o c i e t y（ パ ー リ 語 ） の 邦 訳 で あ

る ， 高 楠 順 次 郎 （ 監 修 ） 『 南 伝 大 蔵 経 』 （ 大 蔵 出 版 ） と 増 谷 文 雄 （ 訳 ） 『 阿 含

経 典 』 （ 筑 摩 書 房 ） の ２ 点 の 相 応 部 経 典 に 該 当 す る 部 分 を 使 用 し た 。 経 典 の 信

頼 性 に 関 し て は ， 加 藤 （ 1 9 9 6 a） に よ っ た 。  

 手 続 き  

 涅 槃 ， 並 び に ， 涅 槃 に 至 る 前 の 段 階 的 境 地 を 以 下 の 手 順 に よ り 調 べ た 。 ま

ず ， 涅 槃 に 関 し て は ， 以 下 の ４ 通 り か ら 調 べ た 。 修 行 の 目 標 か ら と い う 項 を た

て た 理 由 は ， ブ ッ ダ が 修 行 中 に 目 指 し た 目 標 を 知 れ ば ， 涅 槃 の 状 態 が あ る 程 度

予 測 で き る と 考 え ら れ た か ら で あ る 。  

１ ． ブ ッ ダ の 言 葉 か ら  
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２ ． 弟 子 等 （ 比 丘 ） の 言 葉 か ら  

３ ． ブ ッ ダ が 目 指 し た 修 行 の 目 標 か ら  

４ ． ブ ッ ダ が 比 丘 に 示 し た 修 行 の 目 標 か ら  

 次 に ， 涅 槃 に 至 る 前 の 段 階 的 境 地 に 関 し て は ， 以 下 の ２ 通 り か ら 調 べ た 。  

１ ． ブ ッ ダ の 言 葉 か ら  

２ ． 弟 子 等 （ 比 丘 ） の 言 葉 か ら  

 具 体 的 な 手 順 と し て は ， ま ず 初 め に ， 『 阿 含 経 典 』 １ ～ ４ 巻 を 何 度 も 何 度 も

通 読 し ， １ ． ブ ッ ダ が 直 接 “ 涅 槃 ” と は 何 か を 述 べ て い る 経 と ， ２ ． ブ ッ ダ の

弟 子 等 （ 比 丘 ） が “ 涅 槃 ” と は 何 か を 述 べ て い る 経 ， 並 び に ， ３ ． ブ ッ ダ が 自

身 の 修 行 の 目 標 に つ い て 述 べ て い る 経 と ， ４ ． ブ ッ ダ が 比 丘 に 示 し た 目 標 が 述

べ ら れ て い る 経 ， ５ ． 涅 槃 に 至 る 前 の 段 階 的 境 地 が ブ ッ ダ に よ り 述 べ ら れ て い

る 経 ， ６ ． 涅 槃 に 至 る 前 の 段 階 的 境 地 が 比 丘 に よ り 述 べ ら れ て い る 経 を ， そ れ

ぞ れ 取 り 上 げ 検 討 し た 。 な お ， 検 討 の 際 に は ， 自 説 を 肯 定 す る の に 都 合 の よ い

経 の み を 抜 粋 す る こ と の な い よ う 注 意 し ， か つ ， 涅 槃 や ， 目 標 ， 段 階 的 境 地 が

明 ら か と な る 前 に ， 何 度 も 『 阿 含 経 典 』 を 通 読 し ， 該 当 す る 部 分 を 先 に 取 り 上

げ ， そ の 後 に 検 討 に 入 っ た 。  

 

結  果  

１ ． 涅 槃 と は  － ブ ッ ダ の 言 葉 か ら －  

２ ． 涅 槃 と は  － 弟 子 等 （ 比 丘 ） の 言 葉 か ら －  

３ ． 涅 槃 と は  － ブ ッ ダ が 目 指 し た 修 行 の 目 標 か ら －  

４ ． 涅 槃 と は  － ブ ッ ダ が 比 丘 に 示 し た 修 行 の 目 標 か ら －  

５ ． 涅 槃 と は  － ま と め －  

６ ． 涅 槃 に 至 る 前 の 段 階 的 境 地 と は  － ブ ッ ダ の 言 葉 か ら －  

７ ． 涅 槃 に 至 る 前 の 段 階 的 境 地 と は  － 弟 子 等 （ 比 丘 ） の 言 葉 か ら －  

８ ． 涅 槃 に 至 る 前 の 段 階 的 境 地 と は  － ま と め －  

 上 記 の 順 に 明 ら か に な っ た こ と を 以 下 に 述 べ た 。  
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 １ ． 涅 槃 と は  － ブ ッ ダ の 言 葉 か ら －  

 ゴ ー タ マ ・ ブ ッ ダ は ， 次 の よ う に 涅 槃 に つ い て ， 明 確 に ， 簡 潔 に 説 い て い

た 。  

 「 比 丘 た ち よ ， わ た し は ， 汝 ら の た め に ， 涅 槃 と 涅 槃 に い た る 道 を 説 こ う と

思 う 。 よ く 聞 く が よ い 。  

 比 丘 た ち よ ， で は ， 涅 槃 と は 何 で あ ろ う か 。 比 丘 た ち よ ， 貪 欲 の 壊 滅 ， 瞋 恚

の 壊 滅 ， 愚 痴 の 壊 滅 ， こ れ を 称 し て 涅 槃 と い う の で あ る 」  

（ 出 典 ： 相 応 部 経 典 四 三 ， 三 四 ， 無 為 相 応 ， 涅 槃 ： 以 下 ， 経 典 の 出 典 の 記 載 に

つ い て は ， 方 法 の 使 用 文 献 で 述 べ た と お り ， す べ て 相 応 部 経 典 な の で ， 「 出 典

： 相 応 部 経 典 」 の 語 は 略 し た ） 。  

 

 以 下 の 経 も 同 様 の こ と が 語 ら れ て い る 。  

  「 比 丘 よ ， 貪 欲 の 調 伏 ， 瞋 恚 の 調 伏 ， 愚 痴 の 調 伏 と は ， 涅 槃 の さ ま を 指 さ し

て い う 言 葉 で あ る 。 こ れ を も っ て ， も ろ も ろ の 煩 悩 の 滅 尽 を 説 く の で あ る 」

（ 四 五 ， 七 ， 道 相 応 ， 一 比 丘 ( 2 )） 。  

 

 煩 悩 の 滅 尽 の 他 に ， 涅 槃 の 説 明 と し て ， 渇 愛 を 滅 し た 状 態 で あ る と い う 説 明

が あ る 。  

 「 （ 色 ・ 受 ・ 想 ・ 行 ・ 識 ） を ち り ぢ り ば ら ば ら に 破 り 砕 い て し ま い ， よ く 渇

愛 を 滅 し つ く す よ う に 行 ず る が よ い 。 ラ ー ダ よ ， 渇 愛 を 滅 し つ く せ ば ， そ れ が

涅 槃 で あ る 」  

（ 二 三 ， 二 ， 羅 陀 相 応 ， 衆 生 ・ 一 ， 六 四 ， 諸 天 相 応 ， 結 ） 。  

 

 そ の ， 渇 愛 に は ， ３ つ の 渇 愛 が あ る と い う 。 す な わ ち ， 欲 愛 （ 感 覚 的 欲 望 ・

性 欲 の た か ま り ） ， 有 愛 （ 自 己 存 在 ・ 生 存 欲 の た か ま り ） ， 無 有 愛 （ 非 存 在 ・

自 己 優 越 の 欲 望 の た か ま り ） で あ る （ 二 二 ， 二 二 ， 蘊 相 応 ， 重 担 ・ 三 八 ， 一

〇 ， 閻 浮 車 相 応 ， 愛 ・ 四 五 ， 一 七 〇 ， 道 相 応 ， 渇 愛 ） 。  
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 次 に ， 涅 槃 に 達 し た 比 丘 と い う の は ， ま と め る と 以 下 の よ う な 比 丘 で あ る 。

 「 も し 比 丘 が ， 一 二 縁 起 （ 老 死 ・ 生 ・ 有 ・ 取 ・ 愛 ・ 受 ・ 触 ・ 六 処 ・ 名 色 ・ 識

・ 行 ・ 無 明 ） ， あ る い は ， 五 蘊 （ 色 ・ 受 ・ 想 ・ 行 ・ 識 ） ， ま た あ る い は ， 六 処

（ 眼 ・ 耳 ・ 鼻 ・ 舌 ・ 身 ・ 意 ） に つ い て ， そ れ ら を 厭 い 離 れ （ 厭 離 ） ， 貪 り を 離

れ （ 離 貪 ） ， ｛ 渇 愛 を ｝ 滅 し つ く し て （ 滅 尽 ） ， そ れ に よ り ， 執 著 す る と こ ろ

な く ， 心 が 解 放 さ れ て 自 由 自 在 と な り ， 心 の 動 揺 が な く な り ， 寂 静 に し て ， 安

楽 に 住 し ， 充 ち 足 り ， 恐 怖 せ ず ， 煩 悩 を 離 れ て ， 苦 よ り 解 脱 す る な ら ば ， こ の

世 に お い て 涅 槃 に 達 し た 比 丘 と 称 さ れ る 」  

 ま た ， そ れ は ， ＜ わ が 迷 い の 生 は す で に 尽 き た 。 清 浄 の 行 は す で に 成 っ た 。

作 す べ き こ と は す で に 弁 じ た 。 こ の う え は ， さ ら に 迷 い の 生 を 繰 返 す こ と は な

い で あ ろ う ＞ と 知 る こ と が で き る 阿 羅 漢 （ 聖 者 ） の （ 最 高 智 の ） 状 態 で あ る 。  

（ 一 二 ， 一 六 ， 因 縁 相 応 ， 説 法 者 ・ 二 二 ， 一 二 ， 蘊 相 応 ， 無 常 ・ 二 二 ， 一 三 ，

蘊 相 応 ， 苦 ・ 二 二 ， 一 四 ， 蘊 相 応 ， 無 我 ・ 二 二 ， 五 二 ， 蘊 相 応 ， 喜 尽 ( 2 )・ 二

二 ， 五 三 ， 蘊 相 応 ， 封 滞 ・ 二 二 ， 五 九 ， 蘊 相 応 ， 五 比 丘 ・ 二 二 ， 七 七 ， 蘊 相

応 ， 阿 羅 漢 ・ 二 二 ， 七 九 ， 蘊 相 応 ， 師 子 ・ 二 二 ， 八 〇 ， 蘊 相 応 ， 乞 食 ・ 二 二 ，

八 七 ， 蘊 相 応 ， 跋 迦 梨 ・ 二 二 ， 九 五 ， 蘊 相 応 ， 泡 沫 ・ 二 二 ， 九 七 ， 蘊 相 応 ， 爪

頂 ・ 二 二 ， 一 一 五 ， 蘊 相 応 ， 説 法 者 ・ 二 二 ， 一 一 八 ， 蘊 相 応 ， 解 脱 ・ 二 二 ， 一

四 九 ， 蘊 相 応 ， 内 ・ 二 二 ， 一 五 〇 ， 蘊 相 応 ， 我 所 ・ 二 二 ， 一 五 一 ， 蘊 相 応 ， 我

・ 二 二 ， 一 五 五 ， 蘊 相 応 ， 我 ・ 三 五 ， 一 五 四 ， 六 処 相 応 ， 説 法 者 ・ 他 多 数 ）  

 （ 五 蘊 に つ い て の 出 典 ： 一 ， 二 ， 諸 天 相 応 ， 解 脱 ・ 一 二 ， 六 一 ， 因 縁 相 応 ，

無 聞 ( 1 )）  

 （ 自 由 に つ い て の 出 典 ： 一 ， 二 ， 諸 天 相 応 ， 解 脱 ・ 二 二 ， 二 二 ， 蘊 相 応 ， 重

担 ・ 二 二 ， 二 八 ， 蘊 相 応 ， 味 ( 3 )・ 二 二 ， 五 四 ， 蘊 相 応 ， 種 子 ・ 二 二 ， 五 五 ，

蘊 相 応 ， 優 陀 那 ）  

  （ 安 楽 に 住 し に つ い て の 出 典 ： 二 二 ， 二 二 ， 蘊 相 応 ， 重 担 ・ 二 二 ， 五 四 ， 蘊

相 応 ， 種 子 ・ 二 二 ， 五 五 ， 蘊 相 応 ， 優 陀 那 ・ 五 五 ， 二 ， 預 流 相 応 ， 預 流 等 ）  

 （ 恐 れ な く に つ い て の 出 典 ： 一 ， 二 一 ， 諸 天 相 応 ， 剣 に よ り て ・ 二 二 ， 五

四 ， 蘊 相 応 ， 種 子 ・ 二 二 ， 五 五 ， 蘊 相 応 ， 優 陀 那 ・ 他 多 数 ）  



 

- 5 - 

 （ 苦 よ り 解 脱 に つ い て の 出 典 ： 一 ， 三 一 ， 諸 天 相 応 ， 善 人 と と も に ・ 一 ， 五

九 ， 諸 天 相 応 ， 伴 侶 ・ 二 二 ， 一 四 六 ， 蘊 相 応 ， 善 男 子 苦 ）  

 （ 最 高 智 に つ い て の 出 典 ： 一 二 ， 七 〇 ， 因 縁 相 応 ， 須 尸 摩 ・ 七 ， 九 ， 婆 羅 門

相 応 ， 孫 陀 利 迦 ）  

 

 以 下 の 経 も 涅 槃 に い た れ る 者 に つ い て の 記 述 で ， そ の 精 神 的 状 態 が 伺 え る 。  

 「 歎 き ・ 悲 し み ・ 苦 し み ・ 憂 い ・ 悩 み は 消 滅 す る で あ ろ う 。 そ れ ら が 消 滅 す

る が ゆ え に ， 心 の 動 揺 は な く な る 。 心 の 動 揺 が な く な れ ば ， 安 楽 に 住 す る 。 そ

し て ， 安 楽 に 住 す る 比 丘 は ， ま さ し く 涅 槃 に い た れ る 者 と 称 せ ら れ る 」  

（ 二 二 ， 四 三 ， 蘊 相 応 ， 自 州 ） 。  

 

 以 下 の ２ 経 よ り ， 完 全 な る 涅 槃 と は ， 後 有 な き 死 の 状 態 で あ る と 知 れ る 。  

 「 彼 岸 へ 趣 か ん と ね が う 者  

  わ れ に 不 死 の 国 の こ と を 問 わ ん  

  問 わ れ て わ れ は ， 彼 ら に  

  も は や 後 有 な き 涅 槃 を 説 か ん 」  

（ 四 ， 二 四 ， 悪 魔 相 応 ， 七 年 ） 。  

 

 「 長 老 プ ン ナ は ， そ こ で ， そ の 年 の あ い だ に ， 五 百 の 在 家 信 者 を 法 に 導 き ，

ま た ， そ の 年 の あ い だ に 三 明 を 実 現 し ， ま た ， そ の お な じ 年 に 完 全 な る 涅 槃 に

入 っ た 。 － 中 略 －  

 傍 ら に 坐 し た そ れ ら の 比 丘 た ち は ， 世 尊 に 申 し あ げ た 。  

 ＜ 大 徳 よ ， か の プ ン ナ と 名 づ け る 良 家 の 子 は ， － 中 略 － つ い に そ の 生 を 終 り

ま し た 。 彼 が 趣 く と こ ろ は ， い ず こ で ご ざ い ま し ょ う か ＞ － 中 略 －  

 ＜ 比 丘 た ち よ ， 良 家 の 子 な る プ ン ナ は ， 完 全 な る 涅 槃 に 入 っ た の で あ る ＞ 」  

（ 三 五 ， 八 八 ， 六 処 相 応 ， 富 楼 那 ） 。  

 

 ま た ， 以 下 の 経 か ら ， 涅 槃 ， も し く は ， そ れ に 至 る 途 中 段 階 に て ， 長 寿 と ，
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健 康 と ， 美 貌 と が 得 ら れ る 由 が 語 ら れ て い る 。  

 「 長 寿 と ， 健 康 と ， 美 貌 と  

  ま た ， 天 界 の 生 と ， 高 貴 の 生 と  

  つ づ い て 高 き 生 れ を 得 ん こ と を  

  願 い 望 ん で や ま な い な ら ば  

  賢 者 は た だ 功 徳 を つ む こ と に  

  不 放 逸 な ら ん こ と こ そ よ け れ  

  － 以 下 略 － 」  

（ 三 ， 一 七 ， 拘 薩 羅 相 応 ， 不 放 逸 ） 。  

 

 ２ ． 涅 槃 と は  － 弟 子 等 （ 比 丘 ） の 言 葉 か ら －  

 以 下 ２ 経 は ， い ず れ も 長 老 サ ー リ プ ッ タ と い う 名 の 比 丘 の 言 葉 で あ る 。  

 「 友 よ ， お よ そ 貪 欲 の 壊 滅 ， 瞋 恚 の 壊 滅 ， 愚 痴 の 壊 滅 ， こ れ を 称 し て 涅 槃 と

い う の で あ る 」  

（ 三 八 ， 一 ， 閻 浮 車 相 応 ， 涅 槃 ） 。  

 

 「 友 よ ， お よ そ 貪 欲 の 壊 滅 ， 瞋 恚 の 壊 滅 ， 愚 痴 の 壊 滅 ， こ れ を 称 し て 阿 羅 漢

果 と い う の で あ る 」  

（ 三 八 ， 二 ， 閻 浮 車 相 応 ， 阿 羅 漢 果 ） 。  

 

 こ の ２ 経 か ら ， 涅 槃 に つ い て ， ブ ッ ダ と 弟 子 の 長 老 比 丘 サ ー リ プ ッ タ の 見 解

は 一 致 し て い る こ と が わ か る 。 そ し て ， 涅 槃 に 達 し た 状 態 を 阿 羅 漢 果 と 呼 ぶ と

い う 。 ち な み に 涅 槃 に 達 し た 比 丘 は ， 阿 羅 漢 と 称 さ れ る （ 七 ， 九 ， 婆 羅 門 相

応 ， 孫 陀 利 迦 ） 。  

 ま た ， サ ー リ プ ッ タ が ， 以 下 の よ う に 言 っ た こ と に 対 し て ， ブ ッ ダ は そ れ を

認 め た 。  

 「 そ の 無 明 ， そ の 暗 黒 を あ ま す と こ ろ な く 滅 し 尽 く す な ら ば ， そ こ に は ， 和

や か に し て 素 晴 ら し い 境 地 が あ る 。 す な わ ち ， そ こ で は ， す べ て の 意 志 は 停 止
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さ れ ， す べ て の 執 著 は 棄 て さ ら れ ， 渇 愛 は 滅 し ， 貪 り は 去 り ， す べ て 滅 し つ く

し て ， た だ 涅 槃 が あ る ＞ と 知 る に い た る こ と が 期 待 さ れ ま す 」  

（ 四 八 ， 五 〇 ， 根 相 応 ， 信 ） 。  

 

 以 下 の 経 は ， マ ハ ー ・ コ ッ テ ィ タ と い う 名 の 比 丘 の 言 葉 で あ る が ， ブ ッ ダ の

説 と 一 致 す る 。  

 「 （ 一 二 縁 起 の ） 厭 離 と 離 貪 と 滅 尽 と に よ り 取 著 す る こ と な く し て 解 脱 す る

な ら ば ， そ の 人 は ， ＜ 現 生 に お い て 涅 槃 に 達 し た 比 丘 ＞ と 称 せ ら れ る に ふ さ わ

し い で あ ろ う 」  

（ 一 二 ， 六 七 ， 因 縁 相 応 ， 葦 束 ） 。  

 

 以 下 の 経 か ら ， 出 家 し て ま も な い 比 丘 で も ， 涅 槃 の 境 地 に 達 し て い る と 自 覚

で き る こ と が わ か っ た 。  

 「 出 家 し て ま も な い 新 比 丘 で あ っ た  

  － 中 略 －  

  涅 槃 の 道 を 聞 き し よ り  

  わ が 心 は そ こ に 楽 し む な り  

  わ れ は い ま か か る 境 地 に あ り 」  

（ 八 ， 一 ， 婆 耆 沙 長 老 相 応 ， 出 離 ） 。  

 

 ３ ． 涅 槃 と は  － ブ ッ ダ が 目 指 し た 修 行 の 目 標 か ら －  

 ブ ッ ダ の 目 指 し た 修 行 の 目 標 を 調 べ た と こ ろ ， 重 要 な 目 標 の ひ と つ に ， 以 下

の 経 の と お り ， 「 生 れ ， 老 い ， 衰 え ， 死 す 苦 し み 」 ， 「 老 い と 死 の 苦 し み 」 ，

つ ま り は ， こ の 世 間 の 「 苦 」 か ら の 出 離 が あ っ た こ と が 述 べ ら れ て い た 。  

 「 比 丘 た ち よ ， わ た し は ま だ 正 覚 を 成 就 し な い 菩 薩 で あ っ た こ ろ ， 心 ひ た す

ら に か よ う に 考 え た 。 ＜ ま こ と に こ の 世 間 は 苦 の な か に あ る 。 生 れ ， 老 い ， 衰

え ， 死 し ， ま た 生 れ ， そ れ で も な お ， こ の 苦 を 出 離 す る こ と を 知 ら ず ， こ の 老

死 を 出 離 す る こ と を 知 ら な い 。 い っ た い ， い つ に な っ た ら こ の 苦 の 出 離 を 知
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り ， こ の 老 死 の 出 離 を 知 る こ と が で き よ う か ＞ と 」  

（ 一 二 ， 一 〇 ， 因 縁 相 応 ， 大 釈 迦 牟 尼 瞿 曇 ・ 一 二 ， 六 五 ， 因 縁 相 応 ， 城 邑 ） 。  

 

 ４ ． 涅 槃 と は  － ブ ッ ダ が 比 丘 に 示 し た 修 行 の 目 標 か ら －  

  ゴ ー タ マ ・ ブ ッ ダ を 含 め ， ７ 人 の ブ ッ ダ （ 仏 ） が い た と 言 わ れ る が ， そ の う

ち の 最 初 の ブ ッ ダ ， す な わ ち ， ゴ ー タ マ ・ ブ ッ ダ の ６ 人 前 の ブ ッ ダ で あ る ヴ ィ

パ ッ シ ー ・ ブ ッ ダ の 修 行 の 目 標 の ひ と つ が ， ゴ ー タ マ ・ ブ ッ ダ に よ り ， 以 下 の

よ う に 語 ら れ て い た 。  

 「 比 丘 た ち よ ， か の 世 尊 ， 応 供 ， 正 等 覚 者 に ま し ま す ヴ パ ッ シ ー （ 毘 婆 尸 ）

仏 は ， そ の 正 覚 の ま え ， い ま だ 正 覚 を 成 ぜ ず し て 菩 薩 で あ っ た 時 ， じ っ と か よ

う に 思 念 し た も う た 。  

 ＜ ま こ と に こ の 世 間 は 苦 の な か に あ る 。 生 れ ， 老 い ， 衰 え ， 死 し て ， ま た 生

れ ， そ れ で も な お ， こ の 苦 を 出 離 す る こ と を 知 ら ず ， こ の 老 死 を 出 離 す る こ と

を 知 ら な い 。 い っ た い ， い つ に な っ た ら ， こ の 苦 の 出 離 を 知 り ， こ の 老 死 を 出

離 す る こ と を 知 る こ と が で き る で あ ろ う か ＞ 」  

（ 一 二 ， 四 ， 因 縁 相 応 ， 毘 婆 尸 ） 。  

  

 こ の 経 か ら ， ヴ ィ パ ッ シ ー ・ ブ ッ ダ の 目 標 の 一 つ に ， ゴ ー タ マ ・ ブ ッ ダ と 同

じ 「 苦 」 か ら の 出 離 が あ っ た こ と が わ か る と 同 時 に ， こ の こ と が ， 両 ブ ッ ダ の

修 行 の 目 標 で あ っ た こ と が 確 か め ら れ た 。  

 他 に ， ブ ッ ダ が 比 丘 た ち に 示 し た 目 標 を ま と め る と ４ 種 あ っ た 。  

 １ つ 目 は ， 「 生 ・ 老 ・ 死 ・ 愁 ・ 悲 ・ 苦 ・ 憂 ・ 悩 」 と い っ た ， 「 こ の 隙 間 も な

い 苦 の 集 積 を な く す る こ と を 知 ろ う と 」 す る こ と （ 二 二 ， 八 〇 ， 蘊 相 応 ， 乞

食 ） で あ る 。 こ れ は ， ブ ッ ダ 自 身 の 目 標 を 詳 し く 説 明 し た も の と 思 わ れ る 。  

 ２ つ 目 は ， 「 貪 欲 ・ 瞋 恚 ・ 愚 痴 の 調 伏 を 究 極 （ 最 後 ） の 目 標 と な す 」 と ブ ッ

ダ は 言 う （ 四 五 ， 五 六 ， 道 相 応 ， 善 友 ( 2 )・ 四 五 ， 七 〇 ， 道 相 応 ， 善 友 ( 2 )） 。

こ れ は ， 結 果 １ と ２ で 見 た よ う に ， ま さ し く 涅 槃 を 指 し て い る 。  

 ３ つ 目 は ， 外 道 の 遊 行 者 に 目 標 を 問 わ れ た な ら ば ， 「 友 だ ち よ ， わ れ ら は ，
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貪 欲 を 離 れ ん が た め に ， 世 尊 の も と に お い て 清 浄 の 行 を 修 す る の で あ る 」 と 答

え る が よ い と ， ブ ッ ダ は 言 う （ 四 五 ， 四 一 ， 道 相 応 ， 遠 離 ） 。 こ の 記 述 も 結 果

１ と ２ よ り ， 涅 槃 を 指 し て い る 。 ま た ， こ の 記 述 か ら ， 比 丘 た ち は ， 皆 が 必 ず

し も 明 確 な 目 標 を 初 め か ら 持 っ て い た わ け で は な く ， ブ ッ ダ に つ い て 修 行 を す

る 中 で ， 明 確 な 目 標 を 形 成 し て い っ た こ と が 伺 え る 。  

 ４ つ 目 は ， 「 ま さ し く 家 を 出 で て 出 家 す る も の は ， す べ て ， こ の （ 苦 の 聖

諦 ， 苦 の 生 起 の 聖 諦 ， 苦 の 滅 尽 の 聖 諦 ， お よ び ， 苦 の 滅 尽 に い た る 道 の 聖 諦 と

い う ） 四 つ の 聖 諦 を ， あ る が ま ま に ， は っ き り と 理 解 せ ん が た め で あ る 」 と ブ

ッ ダ は 言 う （ 五 六 ， 三 ， 諦 相 応 ， 善 男 子 ） 。 こ の 四 つ の 聖 諦 と は ， ブ ッ ダ の 悟

り の 内 容 ， す な わ ち ， 涅 槃 に 至 る 方 法 で あ る （ 加 藤 ， 1 9 9 5 a） 。  

 ま た ， 長 老 比 丘 の サ ー リ プ ッ タ は ， 「 友 よ ， わ た し は ， 苦 を 知 悉 せ ん が た め

に ， 世 尊 に つ い て 修 行 す る の で あ る 」 （ 三 八 ， 四 ， 閻 浮 車 相 応 ， 何 在 ） と 言 っ

て い る 。 こ れ は ， 狭 義 に は ， 上 記 四 つ の 聖 諦 の 「 苦 の 聖 諦 」 に あ た る が ， 広 義

に は ， 苦 を 知 り 尽 く し た 状 態 ， す な わ ち ， 涅 槃 を 指 す も の と 考 え ら れ る 。  

 

 ５ ． 涅 槃 と は  － ま と め －  

 ゴ ー タ マ ・ ブ ッ ダ の “ 涅 槃 ” に つ い て ， ブ ッ ダ と 弟 子 等 （ 比 丘 ） の 説 を 抜 粋

し ， 内 容 の 矛 盾 箇 所 の 有 無 な ど を 比 較 検 討 し た 結 果 ， 涅 槃 は 次 の よ う な 状 態 で

あ る と い え る 。  

 １ ． ゴ ー タ マ ・ ブ ッ ダ の 涅 槃 と は ， 「 貪 欲 の 壊 滅 ， 瞋 恚 の 壊 滅 ， 愚 痴 の 壊

滅 」 で あ る （ 四 三 ， 三 四 ， 無 為 相 応 ， 涅 槃 ） 。  

 こ の こ と は ， 長 老 比 丘 の サ ー リ プ ッ タ が 他 の 比 丘 に ま っ た く 同 じ よ う に 答 え

て い た り （ 三 八 ， 一 ， 閻 浮 車 相 応 ， 涅 槃 ） ， 「 四 三 ， 無 為 相 応 」 に て ， 「 貪 欲

の 壊 滅 ， 瞋 恚 の 壊 滅 ， 愚 痴 の 壊 滅 」 に つ い て ， 「 涅 槃 」 以 外 の 言 葉 で ４ ４ 種 ，

１ ９ ８ ０ 経 に も わ た っ て 言 い 換 え ら れ て い る こ と な ど か ら も 裏 付 け ら れ る 。  

 ま た ， 涅 槃 と い う 状 態 は ， 次 の よ う に 言 い 換 え ら れ る 。 ① 「 煩 悩 の 滅 尽 し た

状 態 」 で あ り （ 四 五 ， 七 ， 道 相 応 ， 一 比 丘 ( 2 )・ 他 多 数 ） ， ② 欲 愛 ， 有 愛 ， 無

有 愛 と い う ３ つ の 渇 愛 を 滅 し 尽 く し た 状 態 （ 二 三 ， 二 ， 羅 陀 相 応 ， 衆 生 ） で あ
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り ， ③ 「 生 れ ， 老 い ， 衰 え ， 死 す 苦 し み 」 ， あ る い は ， 「 生 ・ 老 ・ 死 ・ 愁 ・ 悲

・ 苦 ・ 憂 ・ 悩 」 と い っ た 苦 し み ， つ ま り は ， こ の 世 間 の 「 苦 」 か ら 出 離 し た 状

態 で あ り （ 一 二 ， 一 〇 ， 因 縁 相 応 ， 大 釈 迦 牟 尼 瞿 曇 ・ 二 二 ， 八 〇 ， 蘊 相 応 ， 乞

食 ） ， ④ 「 四 聖 諦 を ， あ る が ま ま に ， は っ き り と 理 解 」 し た 状 態 で あ る （ 五

六 ， 三 ， 諦 相 応 ， 善 男 子 ） 。  

 

 ２ ． 涅 槃 に は 少 な く と も ２ つ の 段 階 が あ る 。 現 生 に お け る 涅 槃 （ 三 ， 三 ， 拘

薩 羅 相 応 ， 王 ） と ， 後 有 な き （ 四 ， 二 四 ， 悪 魔 相 応 ， 七 年 ） 死 の 状 態 で あ る 完

全 な る 涅 槃 （ 二 二 ， 四 五 ， 蘊 相 応 ， 無 常 ( 1 )・ 二 二 ， 四 六 ， 蘊 相 応 ， 無 常 ( 2 )・

三 五 ， 八 八 ， 六 処 相 応 ， 富 楼 那 ） で あ る 。  

 

 ３ ． 涅 槃 に は ， 無 為 ・ 彼 岸 ・ 寂 静 ・ 解 脱 な ど ， 言 い 換 え ら れ る 言 葉 が ４ ４ 種

あ る （ 四 三 ， 無 為 相 応 ） 。 こ の よ う に ， ブ ッ ダ が 様 々 な 言 葉 を 用 い て ， 涅 槃 を

言 い 換 え た の は ， 涅 槃 の 境 地 を 言 語 的 に 表 現 し き れ な か っ た た め で あ る と 考 え

ら れ る 。  

 

 ４ ． 涅 槃 は ， ご く 少 数 の 者 だ け が 得 ら れ る 特 殊 な 境 地 で は な く ， 以 下 の 経 の

通 り ， 多 く の 者 が 実 現 で き る 境 地 で あ る 。  

 「 こ の 教 え の 宣 示 せ ら れ る や ， か の 千 人 の 比 丘 た ち は ， も は や 執 著 す る と こ

ろ な く ， 心 は も ろ も ろ の 煩 悩 よ り 解 脱 す る に い た っ た 」  

（ 三 五 ， 二 八 ， 六 処 相 応 ， 燃 焼 ） 。  

 

 ５ ． ブ ッ ダ に よ る と ， 涅 槃 （ あ る い は ， 涅 槃 に 至 る 段 階 的 境 地 ） に お い て ，

「 長 寿 と ， 健 康 と ， 美 貌 と 」 が 得 ら れ る （ 三 ， 一 七 ， 拘 薩 羅 相 応 ， 不 放 逸 ） 。  

 

 ６ ． 出 家 し て ま も な い 比 丘 で も 涅 槃 の 境 地 に 達 し て い る と 自 覚 で き る 。 但

し ， こ の 比 丘 が 本 当 に 涅 槃 に 達 し て い た の か ， そ れ と も 本 人 が 涅 槃 に 達 し た と

思 い 込 ん で い た だ け な の か を 確 か め る こ と は で き な い 。  
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 「 長 老 ヴ ァ ン ギ ー サ は ， な お 出 家 し て ま も な い 新 比 丘 で あ っ た 」  

  － 中 略 －  

 「 涅 槃 の 道 を 聞 き し よ り  

  わ が 心 は そ こ に 楽 し む な り  

  わ れ は い ま か か る 境 地 に あ り 」  

（ 八 ， 一 ， 婆 耆 沙 長 老 相 応 ， 出 離 ） 。  

 

 ７ ． 涅 槃 は ， 「 和 や か に し て 素 晴 ら し い 境 地 」 で あ り ， 「 す べ て の 意 志 は 停

止 さ れ 」 る （ 四 八 ， 五 〇 ， 根 相 応 ， 信 ） 。 こ の 経 に よ り ， 涅 槃 は 一 般 に 無 念 無

想 と 呼 ば れ て い る 状 態 で あ る と 想 定 さ れ る 。  

 

 ８ ． 聖 者 （ 阿 羅 漢 ： 涅 槃 に 達 し た 比 丘 ） は 靜 け く ， ま た ， つ ね に 安 ら か に 眠

る （ 一 〇 ， 八 ， 夜 叉 相 応 ， 須 達 多 ） 。  

 

 ９ ． 涅 槃 は 以 下 の よ う な 条 件 に よ り ， 現 生 に お い て 到 達 で き る 境 地 で あ る 。  

  「 も し 比 丘 が ， ｛ 老 死 ・ 生 ・ 有 ・ 取 ・ 愛 ・ 受 ・ 触 ・ 六 処 ・ 名 色 ・ 識 ・ 行 ・ 無

明 の １ ２ 縁 起 ， あ る い は ， 色 ・ 受 ・ 想 ・ 行 ・ 識 の 五 蘊 ， あ る い は ま た ， 眼 ・ 耳

・ 鼻 ・ 舌 ・ 身 ・ 意 の 六 処 ｝ に つ い て ， そ れ ら を 厭 い 離 れ ， 貪 り を 離 れ ， そ れ を

滅 し つ く し て ， 執 著 す る と こ ろ な く ， 解 脱 す る こ と を え た な ら ば ， 彼 は ま さ し

く こ の 世 に お い て 涅 槃 に 達 し た 比 丘 と 称 さ れ る こ と が で き る の で あ る 」  

（ 一 二 ， 一 六 ， 因 縁 相 応 ， 説 法 者 ・ 二 二 ， 一 一 五 ， 蘊 相 応 ， 説 法 者 ・ 三 五 ， 一

五 四 ， 六 処 相 応 ， 説 法 者 ） 。  

 

 １ ０ ． 以 上 ， 涅 槃 に つ い て ， 精 神 的 健 康 と い う 観 点 か ら 列 挙 す る と ， 以 下 の

よ う な 状 態 で あ る と い う こ と が で き る 。  

① 「 歎 き ・ 悲 し み ・ 苦 し み ・ 憂 い ・ 悩 み は 消 滅 す る 」 （ 二 二 ， 四 三 ， 蘊 相 応 ，

  自 州 ） 。  

② 「 心 の 動 揺 は な く な る 」 （ 二 二 ， 四 三 ， 蘊 相 応 ， 自 州 ） 。  
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③ 「 自 由 に し て 自 在 な る 心 を も っ て 住 す る 」 （ 二 二 ， 二 八 ， 蘊 相 応 ， 味

( 3 )） 。  

④ 「 心 に 悩 む と こ ろ が な い か ら ， み ず か ら 満 ち 足 り 」 る （ 一 二 ， 五 一 ， 因 縁 相

  応 ， 思 量 ） 。  

⑤ 「 充 ち 足 る が ゆ え に 恐 怖 」 し な い （ 二 二 ， 四 六 ， 蘊 相 応 ， 無 常 ( 2 )） 。  

⑥ 「 無 上 安 穏 な る 聖 な る 境 地 」 で あ る （ 七 ， 三 ， 婆 羅 門 相 応 ， 阿 修 羅 王 ） 。  

⑦ 「 す べ て の 意 志 は 停 止 さ れ 」 る （ 四 八 ， 五 〇 ， 根 相 応 ， 信 ） 。  

⑧ 「 最 高 の 智 慧 に 到 達 し た 」 状 態 で あ る （ 一 二 ， 七 〇 ， 因 縁 相 応 ， 須 尸 摩 ） 。

⑨ 「 聖 者 は つ ね に 安 ら か に 眠 る 」 （ 一 〇 ， 八 ， 夜 叉 相 応 ， 須 達 多 ） 。  

⑩ 「 長 寿 と ， 健 康 と ， 美 貌 と 」 が 得 ら れ る （ 三 ， 一 七 ， 拘 薩 羅 相 応 ， 不 放

逸 ） 。  

 

 １ １ ． 以 上 ， 涅 槃 を ， 精 神 的 健 康 と い う 観 点 か ら み て ， 一 言 で ま と め る な ら

ば ， 究 極 の 涅 槃 の 状 態 は ， 多 く の 者 が 達 す る こ と の で き る 境 地 で ， 「 生 ・ 老 ・

死 ・ 愁 ・ 悲 ・ 苦 ・ 憂 ・ 悩 」 と い っ た 様 々 な 苦 し み ， 言 い 換 え る な ら ば ， 「 貪 欲

・ 瞋 恚 ・ 愚 痴 」 ， あ る い は ， 「 （ 欲 愛 ・ 有 愛 ・ 無 有 愛 と い う ３ つ の ） 渇 愛 」 ，

ま た あ る い は ， 「 煩 悩 」 の な い 状 態 で あ る 。  

 具 体 的 に そ の 境 地 を 語 る な ら ば ， す べ て の 意 志 は 停 止 さ れ ， 執 著 す る と こ ろ

が な く ， 心 が 解 放 さ れ て 動 揺 が な く 自 由 自 在 と な り ， 安 楽 で ， 充 ち 足 り た ， 恐

怖 の な い ， 苦 よ り 解 脱 し た （ 最 高 智 の ） 状 態 で あ り ， つ ね に 安 ら か に 眠 る こ と

が で き る と い う 。 そ し て ， 完 全 な る 涅 槃 と は 死 の 状 態 を 指 す 。  

 

 ６ ． 涅 槃 に 至 る 前 の 段 階 的 境 地 と は  － ブ ッ ダ の 言 葉 か ら －  

 結 果 を １ ． 呼 び 名 に よ る 段 階 的 境 地 に つ い て ， ２ ． 八 正 道 の 段 階 的 境 地 に つ

い て ， ３ ． 解 脱 の 段 階 に つ い て ， ４ ． 涅 槃 に 至 る 条 件 に つ い て ， ５ ． そ の 他 の

段 階 的 境 地 に つ い て ， の ５ つ に 便 宜 上 分 け た 。  

   １ ． 呼 び 名 に よ る 段 階 的 境 地 に つ い て  

 以 下 の 経 の よ う に ， 涅 槃 に 至 る に ， 「 法 を 説 く 比 丘 ， 正 し き 法 を 行 ず る 比
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丘 ， ま さ し く こ の 世 に お い て 涅 槃 に 達 し た 比 丘 」 と い う ３ つ の 段 階 が あ る 。  

 「 も し 比 丘 が ， （ 一 二 縁 起 に つ い て ） ， そ れ を 厭 い 離 る べ き こ と ， 貪 り を 離

る べ き こ と ， そ し て ， そ れ を 滅 す べ き こ と を 説 く な ら ば ， 彼 は ま さ し く 法 を 説

く 比 丘 と 称 せ ら れ る こ と を う る で あ ろ う 。  

 ま た ， も し 比 丘 が ， （ 一 二 縁 起 に つ い て ） ， そ れ を 厭 い 離 れ る こ と ， 貪 り を

離 れ る こ と ， そ し て ， よ く そ れ を 滅 す る こ と を 行 ず る な ら ば ， 彼 は ま さ し く 正

し き 法 を 行 ず る 比 丘 と 称 さ れ る こ と を う る で あ ろ う 。  

 ま た ， も し 比 丘 が ， （ 一 二 縁 起 に つ い て ） ， そ れ を 厭 い 離 れ ， 貪 り を 離 れ ，

そ れ を 滅 し つ く し て ， 執 著 す る と こ ろ な く ， 解 脱 す る こ と を え た な ら ば ， 彼 は

ま さ し く こ の 世 に お い て 涅 槃 に 達 し た 比 丘 と 称 さ れ る こ と が で き る の で あ る 」  

（ 一 二 ， 一 六 ， 因 縁 相 応 ， 説 法 者 ・ 二 二 ， 一 一 五 ， 蘊 相 応 ， 説 法 者 ・ 三 五 ， 一

五 四 ， 六 処 相 応 ， 説 法 者 ） 。  

 

  以 下 の 経 も 同 様 の 記 述 で あ る 。  

  「 法 に つ い て の 智 が ま ず あ っ て ， そ れ か ら 涅 槃 に つ い て の 智 が な る の で あ

る 」 （ 一 二 ， 七 〇 ， 因 縁 相 応 ， 須 尸 摩 ） 。  

 

 以 下 の ４ 経 は ， 涅 槃 に 至 る 前 の 段 階 的 境 地 が あ る こ と を 示 唆 す る も の で あ る

が ， 涅 槃 の ど の 程 度 前 の 状 態 で あ る の か を 伺 い 知 る こ と は で き な い 。  

 「 こ の 世 間 の 生 起 と 滅 尽 と を ， あ る が ま ま に 知 っ て い る の で あ る 。 比 丘 た ち

よ ， こ れ を ， 聖 な る 弟 子 た ち は ， 正 し い 見 解 に 達 し た と い い ， 正 し い 明 察 を 得

た と い い ， こ の 正 法 に 達 し た と い い ， こ の 正 法 を 見 た と い い ， 学 習 の 智 識 を そ

な え た と い い ， 学 習 の 智 慧 を 具 し た と い い ， あ る い は ， 法 の 流 れ に 入 っ た と い

い ， こ の 世 の 不 幸 を 洞 察 す る 聖 な る 智 慧 を 得 た と い い ， 不 死 の 扉 を 打 ち て 立 つ

と い う の で あ る 」  

（ 一 二 ， 四 九 ， 因 縁 相 応 ， 聖 弟 子 ） 。  

 

 「 七 つ の 点 に お い て 熟 練 し ， 三 つ の 種 類 の 観 察 を な す に い た れ ば ， － 中 略 －
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達 人 と 称 す る こ と を う る で あ ろ う 」  

（ 二 二 ， 五 七 ， 蘊 相 応 ， 七 処 ） 。  

 

 「 こ の 聖 な る 弟 子 た ち を 名 付 け て ， 彼 ら は す で に 流 れ に 入 れ る も の ， す で に

破 滅 に 堕 す る こ と な き も の ， あ る い は ， す で に 悟 り に い た る に 定 ま っ て い る も

の と い う の で あ る 」  

（ 二 三 ， 七 ， 羅 陀 相 応 ， 預 流 ） 。  

 

 「 五 取 蘊 ｛ 六 処 ・ 苦 ・ 五 つ の 能 力 ｝ な る も の の 生 起 と ， 滅 尽 と ， そ の 味 い

と ， そ の 禍 い と ， そ こ か ら 出 離 す る こ と と を ， は っ き り と 知 っ て い る が ゆ え

に ， － 中 略 － す で に 悟 り に い た る に 定 ま っ て い る も の と い う の で あ る 」  

（ 二 三 ， 七 ， 羅 陀 相 応 ， 預 流 ・ 二 四 ， 二 ， 見 相 応 ， 我 所 ・ 四 八 ， 二 ， 根 相 応 ，

預 流 ） 。  

 

  以 下 の 経 よ り ， ３ つ の 段 階 が あ る と 知 れ る 。 長 文 の た め ， 本 文 を 省 く 。  

 １ ． 法 に 従 っ て 行 ず る も の と な る 段 階 。  

 ２ ． 無 明 を 滅 し ， 智 慧 を 得 た 段 階 。 （ 福 行 を な さ ん と せ ず ， 福 行 な ら ぬ こ と

   を も な さ ん と せ ず ， ま た ， そ の い ず れ で も な い こ と を も 為 そ う と は し な

   い 段 階 ）  

 ３ ． そ の 身 の 壊 す る 段 階 。  

（ 一 二 ， 五 一 ， 因 縁 相 応 ， 思 量 ） 。  

 

   ２ ． 八 正 道 の 段 階 的 境 地 に つ い て  

 涅 槃 に 至 る 方 法 で あ る 八 正 道 の 初 め は ， 正 し い 見 方 の 獲 得 で あ る 。 但 し ， 正

し く 見 る こ と が で き る 状 態 が ， 突 然 訪 れ る の で は な く ， あ る 程 度 正 し い 見 方 が

生 じ た 時 点 で ， 正 し い 言 動 が 伴 う よ う に な り ， 言 動 が 正 し い 見 方 に 一 致 す る こ

と に よ り ， ま た ， 改 め て よ り 深 く 正 し い 見 方 が で き る よ う に な る と い う 手 順 を

何 度 も 何 度 も 繰 り 返 す （ 四 五 ， 四 九 ， 道 相 応 ， 善 友 ・ 四 五 ， 五 六 ， 道 相 応 ， 善
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友 ( 2 )） よ う で あ る 。  

 「 正 見 す れ ば ， お の ず か ら ， 厭 う 心 が 生 ず る 。 そ し て ， 喜 ぶ 心 が な く な る か

ら ， 貪 り が な く な る 。 ま た ， 貪 り が な く な る か ら ， 喜 ぶ 心 が な く な る 。 か く し

て ， 心 が よ ろ こ び （ 喜 ） 身 体 が も え る （ 貪 ） こ と が な く な る ゆ え に ， 心 が 自 由

と な る 。 こ れ を よ く 解 脱 せ る も の と い う の で あ る 」  

（ 二 二 ， 五 一 ， 蘊 相 応 ， 喜 尽 ( 1 )・ 二 二 ， 五 二 ， 蘊 相 応 ， 喜 尽 ( 2 )） 。  

 

 涅 槃 に 至 る 方 法 （ 八 正 道 ） に お け る 最 後 の 段 階 ， ８ 番 目 の 正 定 に は ， ４ つ の

段 階 （ 初 禅 ， 第 二 禅 ， 第 三 禅 ， 第 四 禅 ） が あ る こ と が 語 ら れ て い た （ 四 五 ，

八 ， 道 相 応 ， 分 別 ） 。 し か し ， こ の こ と は ， い く た び と な く 八 支 の 道 を 修 め る

と い う こ と （ 四 五 ， 四 九 ， 道 相 応 ， 善 友 ・ 四 五 ， 五 六 ， 道 相 応 ， 善 友 ( 2 )） と

矛 盾 す る の で ， 初 禅 ～ 第 四 禅 は ， 一 時 的 に 現 れ る 状 態 で あ る と 考 え ら れ る 。 正

定 の ４ 段 階 の 詳 細 は ， 以 下 の 通 り で あ る 。  

初 禅  ： も ろ も ろ の 欲 望 を 離 れ ， も ろ も ろ の 善 か ら ぬ こ と を 離 れ ， な お 対 象 に

    心 を ひ か れ な が ら も ， そ れ よ り 離 れ る こ と に 喜 び と 楽 し み を 感 ず る 境

    地 に い た る 。 こ れ を 初 禅 を 具 足 し て 住 す る と い う 。  

第 二 禅 ： そ の 対 象 に ひ か れ る 心 も 静 ま り ， 内 浄 ら か に し て 心 は 一 向 と な り ， も

    は や な に も の に も 心 を ひ か れ る こ と な く ， た だ 三 昧 よ り 生 じ た る 喜 び

    と 楽 し み の み の 境 地 に い た る 。 こ れ を 第 二 禅 を 具 足 し て 住 す る と い

う 。  

第 三 禅 ： そ の 喜 び を も ま た 離 れ る が ゆ え に ， い ま や 彼 は ， 内 心 平 等 に し て 執 著

    な く ， た だ 念 が あ り ， 慧 が あ り ， 楽 し み が あ る の み の 境 地 に い た る 。

    こ れ を ， も ろ も ろ の 聖 者 た ち は ， 捨 あ り ， 念 あ り て ， 楽 住 す る と い

う 。     こ れ を 第 三 禅 を 具 足 し て 住 す る と い う の で あ る 。  

第 四 禅 ： さ ら に ま た 彼 は ， 楽 を も 苦 を も 断 ず る 。 さ き に は ， す で に 喜 び を も 憂

    い を も 滅 し た の で あ る か ら ， い ま や 彼 は ， 不 苦 ・ 不 楽 に し て ， た だ ，

    捨 あ り ， 念 あ り て ， 清 浄 な る 境 地 に い た る 。 こ れ を 第 四 禅 を 具 足 し て

    住 す る と い う 。  
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   ３ ． 解 脱 の 段 階 に つ い て  

 以 下 の ２ 経 に よ り ， 解 脱 に も 段 階 が あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。 ま た ， こ の 経 か

ら ， 涅 槃 の 状 態 と 最 高 の 解 脱 を 体 得 し た 状 態 と は 同 じ 状 態 で あ る と 推 定 さ れ

る 。 す な わ ち ， 解 脱 を 繰 り 返 す こ と に よ り ， 最 終 的 な 解 脱 の 後 ， 涅 槃 と い う 状

態 が 訪 れ る 。 ま た ， ブ ッ ダ の 解 脱 と ， 比 丘 等 の 解 脱 は 同 様 で あ る と 考 え ら れ

る 。  

 「 わ た し は 正 し い 思 惟 と 正 し い 努 力 と に よ っ て ， 最 高 の 解 脱 に い た り ， 最 高

の 解 脱 を 体 得 す る こ と が で き た 。 比 丘 た ち よ ， 汝 ら も ま た ， 正 し い 思 惟 と 正 し

い 努 力 と に よ っ て ， 最 高 の 解 脱 に い た り ， 最 高 の 解 脱 を 体 得 す る こ と が で き た

の で あ る 」  

（ 四 ， 四 ， 悪 魔 相 応 ， 係 蹄 ( 1 )） 。  

 

 「 五 百 の 比 丘 た ち の う ち ， 六 十 人 の 比 丘 た ち は す で に 三 明 を え た 者 で あ り ，

六 十 人 の 比 丘 た ち は す で に 六 通 を え た 者 で あ り ， さ ら に 六 十 人 の 比 丘 た ち は 倶

解 脱 を え た 者 で あ り ， そ の 他 の 者 は 慧 解 脱 を え た 者 で あ る 」  

－ 中 略 －  

「 い ま こ こ に 五 百 の 比 丘 た ち は つ ど え り  

 す べ て 煩 悩 の ま ど わ し を 断 ち つ く し  

 ま た 迷 い の 生 を 繰 返 さ ざ る 聖 者 な り 」  

（ 八 ， 七 ， 婆 耆 沙 長 老 相 応 ， 自 恣 ） 。  

 

   ４ ． 涅 槃 に 至 る 条 件 に つ い て  

 以 下 は ， 段 階 的 境 地 と い う よ り は ， 涅 槃 に 至 る 条 件 と 呼 ぶ べ き も の で あ る

が ， 参 考 に な る の で 列 記 し た 。  

 無 明 → 行 → 識 → 名 色 → 六 処 → 触 → 受 → 愛 → 取 → 有 → 生 → 苦 → 信 → 悦 （ 身 に 歓

び を 感 ず る こ と ） → 喜 （ 心 に よ ろ こ ぶ こ と ） → 軽 案 （ 身 心 の や す ら か な る こ

と ） → 楽 し い こ と → 三 昧 （ 精 神 集 中 ） → 如 実 知 見 → 厭 離 → 離 貪 → 解 脱 → 煩 悩 の



 

- 17 - 

滅 尽 （ 一 二 ， 二 二 ， 因 縁 相 応 ， 十 力 ( 2 )） 。  

 

   ５ ． そ の 他 の 段 階 的 境 地 に つ い て  

 以 下 の 経 に よ り ， ① 正 し い 観 察 が で き る 状 態 ， ② 厭 い 離 れ た 状 態 ， ③ 貪 り を

離 れ た 状 態 ， ④ 解 脱 し た 状 態 ， ⑤ 涅 槃 の 状 態 と い う ５ つ の 段 階 が あ る と 知 れ

る 。  

「 大 徳 よ ， で は ， い っ た い ， な ん の た め に そ の よ う な 正 し い 観 察 を す る の で あ

り ま し ょ う か 」  

「 ラ ー ダ よ ， 厭 い 離 れ る た め に ， 正 し い 観 察 を す る の で あ る 」  

「 大 徳 よ ， で は ， い っ た い ， な ん の た め に 厭 い 離 れ る の で あ り ま し ょ う か 」  

「 ラ ー ダ よ ， 貪 り を 離 れ る た め に ， 厭 い 離 れ る の で あ る 」  

「 大 徳 よ ， で は ， い っ た い ， な ん の た め に 貪 り を 離 れ る の で あ り ま し ょ う か 」  

「 ラ ー ダ よ ， 解 脱 す る た め に 貪 り を 離 れ る の で あ る 」  

「 大 徳 よ ， で は ， い っ た い ， な ん の た め に 解 脱 す る の で あ り ま し ょ う か 」  

「 ラ ー ダ よ ， そ れ は ， 涅 槃 の た め に 解 脱 す る の で あ る 」  

（ 二 三 ， 一 ， 羅 陀 相 応 ， 魔 ） 。  

 

 カ ッ サ パ と い う 名 の 比 丘 の よ う に ， 「 ど の よ う な 施 食 ・ 床 座 ， ま た ， 病 人 の

た め の ， ど の よ う な 薬 や 資 具 に も 満 足 す る 境 地 」 に 達 す る の が よ い と ， ブ ッ ダ

は 言 う （ 一 六 ， 一 ， 迦 葉 相 応 ， 満 足 ） 。 し か し ， そ の 境 地 が 涅 槃 の 前 段 階 的 な

境 地 で あ る の か ， 涅 槃 の 境 地 で あ る の か は 不 明 で あ る 。  

 

 以 下 の 経 は ， 段 階 的 な 境 地 を 示 す も の で は な い が ， 気 が つ か ぬ 間 に 段 階 を 経

て 涅 槃 に 至 る こ と を 物 語 る も の で あ る 。  

 「 も し 比 丘 が よ く 修 習 し て あ る な ら ば ， た と い ＜ わ が 煩 悩 は ， 今 日 は ど れ だ

け 滅 し た ， 昨 日 は ど れ だ け 滅 し た ， 明 日 は ど れ だ け 尽 き る で あ ろ う ＞ と 知 る わ

け で は な い が ， や は り 滅 尽 し た の は 滅 尽 し た と 判 る の で あ る 」  

（ 二 二 ， 一 〇 一 ， 蘊 相 応 ， 手 斧 の 柄 ） 。  
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 涅 槃 の 境 地 は ， 苦 の な い 状 態 で あ る が ， 以 下 の 経 は ， 苦 が ま だ 残 っ て は い る

も の の ， 多 量 に 苦 を 滅 し た 状 態 が あ る こ と を 示 す も の で あ る 。  

 「 す で に 絶 滅 し 終 息 し た る 苦 は 多 量 に し て ， な お 残 れ る 苦 は ご く 少 い 」  

（ 五 六 ， 四 九 ， 諦 相 応 ， 須 弥 ・ 五 六 ， 五 一 ， 諦 相 応 ， 爪 頂 ） 。  

 

  ７ ． 涅 槃 に 至 る 前 の 段 階 的 境 地 と は  － 弟 子 等 （ 比 丘 ） の 言 葉 か ら －  

 以 下 の 経 は ， ① 出 家 す る 段 階 ， ② 出 家 を 楽 し む 段 階 ， ③ よ く 法 に し た が っ て

修 行 す る 段 階 ， ④ 阿 羅 漢 の 段 階 ， と い う ４ つ の 段 階 が あ る こ と を 示 す （ 本 文 略

： 三 八 ， 一 六 ， 閻 浮 車 相 応 ， 難 為 ） 。  

  

 以 下 の 経 は ， ナ ー ラ ダ と い う 名 の 長 老 比 丘 が サ ヴ ィ ッ タ と い う 名 の 長 老 比 丘

に 語 っ た も の で あ る 。 こ の 経 か ら ， ナ ー ラ ダ と い う 名 の 比 丘 は ， 正 し き 智 慧 に

よ っ て ， 涅 槃 の 状 態 を 見 て （ 理 解 し て ） も ， い ま だ 涅 槃 の 境 地 を 体 得 し て い な

か っ た こ と が 知 れ る 。  

 「 わ た し は ， ＜ 有 が 滅 す れ ば 涅 槃 で あ る ＞ と ， 正 し き 智 慧 に よ っ て ， あ る が

ま ま に よ く 見 る け れ ど も ， な お わ た し は ， ま だ 阿 羅 漢 で は な く ， 煩 悩 を 断 ち 尽

し た 者 で は な い の で あ る 」  

（ 一 二 ， 六 八 ， 因 縁 相 応 ， 喬 賞 弥 ） 。  

 

 以 下 の 経 は ， 解 脱 し ， 涅 槃 に 至 る 前 に 智 慧 を 備 え た 状 態 が あ る こ と を 示 唆 す

る 。  

 「 わ た し ど も は 智 慧 に よ っ て 解 脱 し た の で あ る 」  

（ 一 二 ， 七 〇 ， 因 縁 相 応 ， 須 尸 摩 ） 。  

 

 以 下 の 経 は ， 涅 槃 の 境 地 で あ る か ど う か は 不 明 で あ る 。  

 「 友 モ ッ ガ ラ ー ナ よ ， そ な た は ， 眉 目 秀 麗 に し て 顔 色 も ま た う る わ し い 。 今

日 は マ ハ ー ・ モ ッ ガ ラ ー ナ は ， す ば ら し い 境 地 に 住 し て い る よ う だ な あ 」  



 

- 19 - 

（ 二 一 ， 三 ， 比 丘 相 応 ， 甕 ） 。  

 

 以 下 ３ 経 と 同 様 の 経 が 数 多 く あ る が ， こ の 中 で 語 ら れ て い る 聖 者 と は ， 阿 羅

漢 を 指 す （ 七 ， 九 ， 婆 羅 門 相 応 ， 孫 陀 利 迦 ） の で ， こ れ ら の 経 は ， 涅 槃 に 至 る

前 の 段 階 的 境 地 で は な く ， 涅 槃 の 境 地 を あ ら わ す も の と 思 わ れ る 。  

 「 ＜ わ が 迷 い の 生 涯 は す で に 終 わ っ た 。 清 浄 な る 行 は す で に 成 っ た 。 作 す べ

き こ と は す で に 弁 じ た 。 こ の う え は も は や ふ た た び か か る 迷 い の 生 涯 に 入 る こ

と は あ ら じ ＞ と 知 る こ と を え た 。  

 か く て ， 尊 者 カ ッ サ パ は 聖 者 の 一 人 と な っ た 」  

（ 一 二 ， 一 七 ， 因 縁 相 応 ， 阿 支 羅 ・ 一 二 ， 六 一 ， 因 縁 相 応 ， 無 聞 ( 1 )・ 一 二 ，

六 二 ， 因 縁 相 応 ， 無 聞 ( 2 )・ 二 二 ， 三 五 ， 蘊 相 応 ， 比 丘 ・ 二 二 ， 六 三 ， 蘊 相

応 ， 取 ・ 二 二 ， 六 四 ， 蘊 相 応 ， 思 ・ 二 二 ， 六 五 ， 蘊 相 応 ， 歓 喜 ・ 二 二 ， 六 六 ，

蘊 相 応 ， 無 常 ・ 二 二 ， 六 七 ， 蘊 相 応 ， 苦 ・ 二 二 ， 六 八 ， 蘊 相 応 ， 無 我 ・ 他 多

数 ） 。  

 

 「 や が て 久 し か ら ず し て ， 良 家 の 子 ら の ま さ し く 家 よ り 出 で て 家 な き 生 活 に

つ い た 究 極 の 目 的 た る ， か の 最 高 の 清 浄 の 行 を ， こ の 現 実 の 生 涯 に お い て ， み

ず か ら よ く 証 知 し ， 実 現 し ， 到 達 し て 住 し ＜ わ た し の 迷 い の 生 涯 は す で に 尽 き

た 。 清 浄 の 行 は す で に 成 っ た 。 作 す べ き こ と は す で に 弁 じ た 。 こ の う え は ， も

は や 迷 い の 生 涯 を 繰 返 す こ と は な い ＞ と 知 る こ と を え た 。  

 か く て ， か の 比 丘 も ま た 聖 者 の 一 人 と な っ た 」  

（ 二 二 ， 六 九 ， 蘊 相 応 ， 非 自 所 応 ・ 二 二 ， 七 〇 ， 蘊 相 応 ， 所 染 止 住 ・ 二 二 ， 七

一 ， 蘊 相 応 ， 羅 陀 ） 。  

 

 「 や が て 久 し か ら ず し て ， 良 家 の 子 が 出 家 の 本 懐 と す る 無 上 安 穏 な る 聖 な る

境 地 を ， こ の 現 生 に お い て み ず か ら 知 り ， 証 り 入 る こ と を え た 。 そ し て ， ＜ わ

が 迷 い の 生 涯 は す で に 終 っ た 。 清 浄 な る 行 は す で に 成 っ た 。 作 す べ き こ と は す

で に 弁 じ た 。 こ の う え は ， も は や ふ た た び ， か か る 迷 い の 生 涯 に 入 る こ と は な
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い で あ ろ う ＞ と 表 白 す る こ と を え た 。  

 か く て ， か の 比 丘 も ま た 聖 者 の 一 人 と な っ た 」  

（ 七 ， 三 ， 婆 羅 門 相 応 ， 阿 修 羅 王 ・ 七 ， 四 ， 婆 羅 門 相 応 ， 毘 蘭 耆 迦 ・ 七 ， 五 ，

婆 羅 門 相 応 ， 不 害 ・ 他 多 数 ） 。  

 

 ８ ． 涅 槃 に 至 る 前 の 段 階 的 境 地 と は  － ま と め －  

  涅 槃 に 至 る 段 階 的 境 地 に つ い て ， 涅 槃 に 至 る 方 法 で あ る 八 正 道 を 悟 り ， 実 践

し ， 涅 槃 に 至 る ま で を 順 に 以 下 に 記 し た 。  

 １ ． 涅 槃 に 至 る 前 の 段 階 的 境 地 に つ い て ， 「 法 に つ い て の 智 が ま ず あ っ て ，

そ れ か ら 涅 槃 に つ い て の 智 が な る 」 段 階 （ 一 二 ， 七 〇 ， 因 縁 相 応 ， 須 尸 摩 ） ，

「 正 し き 智 慧 に よ っ て ， あ る が ま ま に よ く ｛ 涅 槃 を ｝ 見 る 」 段 階 （ 一 二 ， 六

八 ， 因 縁 相 応 ， 喬 賞 弥 ） ， 「 す で に 流 れ に 入 れ る 」 ， あ る い は ， 「 悟 り に い た

る に 定 ま っ て い る 」 段 階 （ 二 三 ， 七 ， 羅 陀 相 応 ， 預 流 ・ 他 ） ， 「 達 人 と 称 す る

こ と を う る （ 二 二 ， 五 七 ， 蘊 相 応 ， 七 処 ） 」 段 階 な ど が あ る 。  

 ま た ， 以 下 の よ う に 涅 槃 に 至 る ま で の 段 階 に は ， 様 々 な 言 い 方 が あ る 。  

 ① 「 出 家 す る 」 段 階 ， 「 そ れ （ 出 家 ） を 楽 し む 」 段 階 ， 「 よ く 法 に し た が っ

て 修 行 す る 」 段 階 ， 「 阿 羅 漢 」 の 段 階 （ 三 八 ， 一 六 ， 閻 浮 車 相 応 ， 難 為 ） 。  

 ② 「 法 を 説 く （ 語 る ） 比 丘 」 ， 「 法 を よ く 実 践 す る （ 法 に 到 達 し た る ） 比

丘 」 ， 「 現 生 に お い て 涅 槃 に 到 達 し た る 比 丘 」 （ 一 二 ， 一 六 ， 因 縁 相 応 ， 説 法

者 ・ 二 二 ， 一 一 五 ， 蘊 相 応 ， 説 法 者 ・ 三 五 ， 一 五 四 ， 六 処 相 応 ， 説 法 者 ） 。  

 ③ 「 法 に 従 っ て 行 ず る も の と な る 」 段 階 ， 「 無 明 を 滅 し ， 智 慧 を 得 た 」 段

階 ， 「 そ の 身 の 壊 す る 」 段 階 （ 一 二 ， 五 一 ， 因 縁 相 応 ， 思 量 ） 。  

 こ の よ う に 涅 槃 に 至 る 段 階 に つ い て は ， 様 々 な 言 い 方 が あ る が ， 以 下 の ２ 経

か ら ， 段 階 的 境 地 に 達 し た 時 の 明 確 な 呼 び 方 は 存 在 せ ず ， 短 期 間 で の 成 果 は 自

覚 で き ず に ， 気 が つ か ぬ 間 に 段 階 を 経 て 相 対 的 に 苦 し み が 少 な く な り ， 涅 槃 に

至 る こ と が 伺 え る 。  

 「 も し 比 丘 が よ く 修 習 し て あ る な ら ば ， た と い ＜ わ が 煩 悩 は ， 今 日 は ど れ だ

け 滅 し た ， 昨 日 は ど れ だ け 滅 し た ， 明 日 は ど れ だ け 尽 き る で あ ろ う ＞ と 知 る わ
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け で は な い が ， や は り 滅 尽 し た の は 滅 尽 し た と 判 る の で あ る 」  

（ 二 二 ， 一 〇 一 ， 蘊 相 応 ， 手 斧 の 柄 ） 。  

 

 「 す で に 絶 滅 し 終 息 し た る 苦 は 多 量 に し て ， な お 残 れ る 苦 は ご く 少 い 」  

（ 五 六 ， 四 九 ， 諦 相 応 ， 須 弥 ・ 五 六 ， 五 一 ， 諦 相 応 ， 爪 頂 ） 。  

 

 ２ ． 涅 槃 に 至 る 方 法 （ 八 正 道 ） の 第 １ 段 階 は ， 正 し い 見 方 を 身 に つ け た 状 態

で あ る 。 そ の 境 地 は ， 突 然 訪 れ る の で は な く ， あ る 程 度 正 し い 見 方 が 生 じ た 時

点 で ， 正 し い 言 動 が 伴 う よ う に な り ， 言 動 が 正 し い 見 方 に 一 致 す る こ と に よ

り ， ま た ， よ り 深 く 正 し い 見 方 が で き る よ う に な る と い う 手 順 を 何 度 も 何 度 も

繰 り 返 す （ 四 五 ， 四 九 ， 道 相 応 ， 善 友 ・ 四 五 ， 五 六 ， 道 相 応 ， 善 友 ( 2 )） も の

と 考 え ら れ る 。  

 

 ３ ． 涅 槃 に 至 る 方 法 （ 八 正 道 ） に お け る 最 後 の 段 階 ， ８ 番 目 の 正 定 は ， 初 禅

～ 第 四 禅 と い う ４ つ の 段 階 的 境 地 か ら な っ て い る （ 四 五 ， 八 ， 道 相 応 ， 分

別 ） 。 し か し ， こ の こ と は ， い く た び と な く 八 支 の 道 を 修 め る と い う こ と （ 四

五 ， 四 九 ， 道 相 応 ， 善 友 ・ 四 五 ， 五 六 ， 道 相 応 ， 善 友 ( 2 )） と 矛 盾 す る の で ，

初 禅 ～ 第 四 禅 は ， 一 時 的 に 現 れ る 状 態 で あ る と 考 え ら れ る 。  

 

 ４ ． 解 脱 に つ い て ， 倶 解 脱 と 慧 解 脱 ， あ る い は ， 最 高 の 解 脱 と そ う で な い 解

脱 の ， 少 な く と も ２ つ の 段 階 が あ る こ と が わ か っ た （ 四 ， 四 ， 悪 魔 相 応 ， 係 蹄

( 1 )・ 八 ， 七 ， 婆 耆 沙 長 老 相 応 ， 自 恣 ） 。 ま た ， 倶 解 脱 と 慧 解 脱 を え た 後 に ，

三 明 と 六 通 と い う も の を え た 状 態 が あ る こ と が わ か っ た 。  

 

 ５ ． 涅 槃 に 至 る 前 の 段 階 的 な 境 地 で は な い が ， 涅 槃 に 至 る 条 件 と 呼 ぶ べ き も

の が 記 さ れ て い た 。 参 考 に な る の で 以 下 に 列 記 し た 。 各 条 件 を ， 「 Ａ を 条 件 と

し て （ → ） Ｂ が あ る 」 と 読 む 。  

 無 明 → 行 → 識 → 名 色 → 六 処 → 触 → 受 → 愛 → 取 → 有 → 生 → 苦 → 信 → 悦 （ 身 に 歓
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び を 感 ず る こ と ） → 喜 （ 心 に よ ろ こ ぶ こ と ） → 軽 案 （ 身 心 の や す ら か な る こ

と ） → 楽 し い こ と → 三 昧 （ 精 神 集 中 ） → 如 実 知 見 → 厭 離 → 離 貪 → 解 脱 → 煩 悩 の

滅 尽 （ 一 二 ， 二 二 ， 因 縁 相 応 ， 十 力 ( 2 )・ 一 二 ， 二 三 ， 因 縁 相 応 ， 縁 ） 。  

 こ れ ら が 条 件 と な っ て い る こ と を 裏 付 け る 経 が 多 数 あ っ た （ 一 二 ， 二 ， 因 縁

相 応 ， 分 別 ・ 一 二 ， 六 七 ， 因 縁 相 応 ， 葦 束 ・ 二 二 ， 三 〇 ， 蘊 相 応 ， 生 ・ 二 二 ，

一 四 六 ， 蘊 相 応 ， 善 男 子 苦 ） 。  

 こ れ ら の 条 件 は ， 精 神 的 な 境 地 に と ど ま ら ず ， 行 動 を 伴 っ て い る （ 体 得 す る

も の ） と 考 え ら れ る 。 以 下 の 経 が そ れ を 裏 付 け る （ 一 二 ， 六 八 ， 因 縁 相 応 ， 喬

賞 弥 ・ 二 二 ， 一 〇 一 ， 蘊 相 応 ， 手 斧 の 柄 ） 。  

 上 記 の 涅 槃 に 至 る 条 件 と 関 連 し て ， ① 正 し い 観 察 が で き る 状 態 ， ② 厭 い 離 れ

た 状 態 ， ③ 貪 り を 離 れ た 状 態 ， ④ 解 脱 し た 状 態 ， ⑤ 涅 槃 の 状 態 と い う 少 な く と

も ４ つ の 段 階 が あ る こ と が わ か っ た （ 二 三 ， 一 ， 羅 陀 相 応 ， 魔 ） 。  

 

  ６ ． 最 高 智 と ， 最 高 の 正 等 覚 は ， 同 じ 時 に 生 じ た と 考 え ら れ る 。  

 「 最 高 の 正 等 覚 を 実 現 し た と 称 し た の で あ る 。 ま た ， わ た し に は ， 智 慧 が 生

れ ， 確 信 が 生 じ た 。 ＜ わ が 心 の 解 脱 は 不 動 で あ る 。 こ れ が わ が 最 後 の 生 で あ っ

て ， も は や 迷 い の 生 を 繰 返 す こ と は な い で あ ろ う ＞ と 」  

（ 二 二 ， 二 六 ， 蘊 相 応 ， 味 ( 1 )・ 二 二 ， 二 七 ， 蘊 相 応 ， 味 ( 2 )） 。  

 

 ７ ． 以 下 の ２ 経 は ， 涅 槃 の 境 地 で あ る の か ， 涅 槃 に 至 る 前 の 段 階 的 境 地 で あ

る の か は 不 明 で あ る 。  

 「 カ ッ サ パ は ， ど の よ う な 施 食 」 ・ 「 床 座 」 ， ま た ， 「 病 人 の た め の ， ど の

よ う な 薬 や 資 具 に も 満 足 す る 。 － 中 略 － そ の 境 地 に 達 す る の が よ い の で あ る 」  

（ 一 六 ， 一 ， 迦 葉 相 応 ， 満 足 ） 。  

 

 「 友 モ ッ ガ ラ ー ナ よ ， そ な た は ， 眉 目 秀 麗 に し て 顔 色 も ま た う る わ し い 。 今

日 は マ ハ ー ・ モ ッ ガ ラ ー ナ は ， す ば ら し い 境 地 に 住 し て い る よ う だ な あ 」  

（ 二 一 ， 三 ， 比 丘 相 応 ， 甕 ） 。  
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考  察  

 今 回 の 検 討 に よ る と ， 涅 槃 に つ い て ， ブ ッ ダ は 明 確 に ， 何 度 も 繰 り 返 し て 説

い て い た 。 し か し ， 涅 槃 に 至 る 前 の 段 階 的 境 地 に つ い て は ， 様 々 な 言 い 方 は あ

る も の の ， 明 確 な 言 葉 で は 述 べ て お ら ず ， 一 時 的 に 達 せ ら れ る 境 地 や ， 涅 槃 に

至 る 条 件 ， 呼 び 名 か ら 伺 え る 段 階 的 境 地 な ど が 知 れ る に 過 ぎ な か っ た 。 こ れ ら

の こ と は ， 涅 槃 に 至 る 前 の 様 々 な 段 階 的 境 地 に 到 達 し て い る の か ど う か を 判 断

す る ， 明 確 な 指 標 が な い こ と を 意 味 す る も の で あ る 。  

 従 っ て 今 後 は ， ブ ッ ダ 自 身 が 涅 槃 に 至 っ た 過 程 を 調 べ ， ど の よ う な 境 地 に ，

ど の 位 の 期 間 を 経 て た ど り 着 い た の か を 明 ら か に す る 必 要 が あ る 。 ま た ， ブ ッ

ダ が ， “ 涅 槃 ” へ の 道 （ 方 法 ） を 悟 っ た 時 点 で ， 既 に 涅 槃 に 達 し て い た の か ど

う か と い う ， 悟 り と 涅 槃 に お け る 時 間 差 の 有 無 も 明 ら か に す る 必 要 が あ る 。  

 将 来 的 に は ， ブ ッ ダ の 言 う “ 涅 槃 ” と 似 た よ う な 精 神 的 状 態 に あ る と 考 え ら

れ る 者 ， ま た は ， 涅 槃 に 至 る 途 中 段 階 に あ る と 思 わ れ る 者 の 生 理 的 指 標 を と っ

た り ， 質 問 紙 や 面 接 に よ り 心 理 状 態 を 把 握 し た り ， 心 境 を 解 釈 し た り ， 詳 し い

内 省 報 告 を 得 る と い う 方 法 に よ り ， さ ら に 詳 し く 精 神 的 健 康 状 態 と し て の 涅 槃

が 明 確 と な る で あ ろ う 。  

 ま た ， 今 回 明 ら か と な っ た ブ ッ ダ の “ 涅 槃 ” を ， 精 神 的 健 康 状 態 の 一 基 準 と

し ， 他 の 東 洋 的 行 法 を 調 べ れ ば ， ど の よ う な 方 法 を と る と ， ど の よ う な 精 神 的

健 康 状 態 に 至 る か と い う こ と が 明 確 に な る で あ ろ う 。   

 他 の 東 洋 的 行 法 と は ， 現 時 点 で は ， 仏 教 に お け る ブ ッ ダ 以 外 の 者 の 修 行 法 ，

道 教 ， ヨ ー ガ ， 気 功 法 ， 太 極 拳 等 の 姿 勢 を 整 え ， 呼 吸 を 工 夫 し た 身 心 一 如 の 行

法 で あ る 。  
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【 注 】  

 本 稿 の 一 部 は ， 日 本 心 理 学 会 第 5 9 回 大 会 （ 1 9 9 5， 沖 縄 コ ン ベ ン シ ョ ン セ ン

タ ー ） ， 日 本 応 用 心 理 学 会 第 6 2 回 大 会 （ 1 9 9 5， 共 立 女 子 大 学 ） ， 日 本 応 用 心

理 学 会 第 6 3 回 大 会 （ 1 9 9 6， 中 京 大 学 ） で 発 表 さ れ た 。  


